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６月定例会６月定例会
　　一 般 質 問
　　私のひと言

………2Ｐ～５Ｐ
……………………６Ｐ～７Ｐ
…………………………８Ｐ

議会のことをわかりやすくお伝えします

自然の涼を求めて（江尾水路取水口にて）
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令和４年江府町議会6月定例会６月定例会 追加提出議案 ６月17日開催

一
般
会
計
２
，

９
６
２
万
２
千
円
増
額

　
　
予
算
総
額
　
40
億
７
，

０
０
３
万
３
千
円

　令
和
４
年
６
月
定
例

会
は
13
日
招
集
さ
れ
17

日
ま
で
の
５
日
間
と
定

め
て
開
か
れ
ま
し
た
。

　本
定
例
会
に
は
、
初

日
令
和
４
年
度
一
般
会

計
補
正
予
算
と
特
別
会

計
補
正
予
算
、
条
例
の

一
部
改
正
等
及
び
、
最

終
日
に
は
追
加
提
出
議

案
と
し
て
、
第
３
号
の

一
般
会
計
補
正
予
算
の

議
案
が
上
程
さ
れ
議
会

で
は
こ
れ
ら
に
つ
い
て

慎
重
に
審
議
し
た
結
果
、

何
れ
も
原
案
通
り
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

　14
日
の
本
会
議
で
は

２
名
の
議
員
が
一
般
質

問
に
立
ち
、
活
発
な
議

論
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。 陳

　情

補
正
予
算・条
例
改
正
他

一
般
質
問

意
見
書

陳
　情

補
正
予
算・条
例
改
正
他

一
般
質
問

意
見
書

一
般
会
計
２
，
６
８
３
万
４
千
円
増
額

　
　
予
算
総
額
　
40
億
９
，
６
４
１
万
１
千
円

補
正
予
算（
第
３
号
）

一
般
会
計

歳
出
の
主
な
内
容

民
生
費
　
生
活
自
立
支
援
対
策
事
業
費

（
生
活
困
窮
者
エ
ア
コ
ン
等
光
熱
水
費

助
成
金
）　

　
　
　
　
　
　
１
３
３
千
円

総
務
費
　
交
流
施
設
管
理
費

（
せ
せ
ら
ぎ
公
園
管
理
棟
施
設
整
備
事
業
）

　
　
　
　
１
２
，
５
５
０
千
円

（
教
育
環
境
プ
ロ
グ
ラ
ム

　
　
　
　
　
　
企
画
委
託
　
ほ
か
）

５
，
５
０
０
千
円

情
報
通
信
設
備
管
理
運
営
事
業
費

（
通
信
設
備
管
理
工
事
請
負
費
）

　
　
　
　
　
４
，
０
０
０
千
円

D
X
推
進
事
業
費

（
D
X
推
進
事
業
人
件
費
）

　
　
　
　
　
４
，
１
０
１
千
円

一
般
会
計

歳
出
の
主
な
内
容

総
務
費
　
財
産
管
理
費

（
旧
庁
舎
及
び
高
齢
者
創
作
館

　
　
ア
ス
ベ
ス
ト
検
査
委
託
料
）

２
，
８
７
８
千
円

文
書
管
理
費

（
個
人
情
報
保
護
法
改
正
及
び

　
　
　
　
　
運
用
支
援
委
託
料
）

　
　
　
　
　
５
，
７
７
５
千
円

民
生
費
　
社
会
福
祉
総
務
費

（
P
C
R
検
査
委
託
料
）

　
　
　
　
　
１
，
０
８
０
千
円

（
住
民
税
非
課
税
世
帯
等
給
付
金

事
業
シ
ス
テ
ム
改
修
委
託
料
）

　
　
　
　
　
　 

１
，
３
２
０
千
円

補
正
予
算（
第
２
号
）衛

生
費
　
予
防
費

（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

　
　
　
ワ
ク
チ
ン
接
種
委
託
料
）

　
　
　
　
　
７
，
３
６
５
千
円

農
林
水
産
業
費
　
農
業
振
興
費

（
そ
ば
振
興
交
付
金
）

　
　
　
　
　
３
，
６
０
０
千
円

（
畜
産
経
営
緊
急
救
済
事
業
費
補
助
金
）

　
　
　
　
　
２
，
５
４
３
千
円

教
育
費
　
学
校
情
報
通
信
技
術

環
境
整
備
事
業

（W
i-Fi

環
境
整
備
補
助
金
）

　
　
　
　
　
２
，
７
２
０
千
円

　「
あ
や
め
館
」を
S
D
G
s（
エ

ス
デ
ィ
ー
ジ
ー
ズ
「
持
続
可

能
な
開
発
目
標
」と
呼
ぶ「
国

際
社
会
共
通
目
標
」）
の
推
進

に
つ
い
て
、
目
に
見
え
る
形

で
体
験
で
き
る
場
と
し
て
整

備
。

　
江
府
町
の
環
境
や
水
資
源

に
関
心
を
寄
せ
る
人
々
が
、

地
域
と
世
代
を
超
え
て
多
方

面
か
ら
集
い
、
地
域
の
人
々

と
の
交
流
を
深
め
る
場
と
し

て
活
用
さ
れ
る
。

事
業
内
容

「
あ
や
め
館
」の
施
設
整
備

改
修
工
事
の
概
要
：

　
内
装
改
修
（
事
務
室
、
休

憩
室
、
ト
イ
レ
、
手
洗
い
場
）

　
空
調
設
備
の
新
設
（
事
務

室
、
休
憩
室
）

　
湯
沸
か
し
室
の
改
修
　
　

（
倉
庫
を
改
修
し
給
排
水
、

流
し
台
を
設
置
）

　
ト
イ
レ
ウ
ォ
シ
ュ
レ
ッ
ト

設
置

　
シ
ャ
ワ
ー
ユ
ニ
ッ
ト
新
設

　
外
部
足
洗
い
場
設
置

　
光
ケ
ー
ブ
ル
新
設

・
地
域
と
多
様
な
活
動
主
　

　
体
と
の
交
流
促
進

・
環
境
教
育
の
厚
み
を
増
　

　
す
た
め
の
実
践
プ
ロ
グ

　
ラ
ム
の
実
施

・
職
員
研
修
、
自
主
的
な

　
活
動
に
要
す
る
経
費
等

〇行政財産の無償譲渡について

　　国営大山山麓総合農地開発事業による、下蚊屋ダム建設に伴う付替道路（通称「馬の背道

路」）では、毎年法面崩壊を繰り返し、ダムへの落石、土砂流入により、維持管理に支障をきた

している。法定外道路のため町での災害復旧整備対応が困難な事により、農林水産省に当該道路

を無償譲渡し、修繕を行う。（地目：公衆用道路、保安林　　地積　８,７２９.２９㎡）

令和４年度からの課名変更による。適用は令和４年４月１日から。

〇江府町子ども・子育て会議設置条例の一部改正について

第１条～第６号　略

（庶務）

第７条　子育て会議の庶務は　住民生活課
　　　　において処理する。

第８条　略

第１条～第６号　略

（庶務）

第７条　子育て会議の庶務は　福祉保健課
　　　　において処理する。

第８条　略

改正前改正後

せ
せ
ら
ぎ
公
園
管
理
棟

　
　（
あ
や
め
館
）
施
設
整
備
事
業
に
つ
い
て

改修予定のあやめ館

〜
プ
ラ
ネ
タ
リ
ー
ヘ
ル
ス
（
人
と
地
球
の
健
康
）
拠
点
施
設
の
整
備
〜

※

プ
ラ
ネ
タ
リ
ー
ヘ
ル
ス
と
は

　世
界
五
大
医
学
誌
の
一
つ
「
ラ
ン
セ
ッ
ト
」
が
提
唱
。
人
の
健
康
と
地
球

環
境
、
生
態
系
、
社
会
シ
ス
テ
ム
の
健
全
性
は
一
体
と
捉
え
、
問
題
解
決
に

つ
な
げ
る
新
た
な
ヘ
ル
ス
ケ
ア
概
念
。

※
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０
０
３
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４
年
６
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日
招
集
さ
れ
17

日
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で
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と
定

め
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開
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れ
ま
し
た
。
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定
例
会
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は
、
初

日
令
和
４
年
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般
会

計
補
正
予
算
と
特
別
会

計
補
正
予
算
、
条
例
の

一
部
改
正
等
及
び
、
最

終
日
に
は
追
加
提
出
議
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し
て
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３
号
の
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般
会
計
補
正
予
算
の
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が
上
程
さ
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会
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結
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、

何
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も
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会
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は
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名
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活
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な
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た
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補
正
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算・条
例
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正
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陳
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補
正
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算・条
例
改
正
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一
般
会
計
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千
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額
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億
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１
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円
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３
号
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会
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出
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活
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支
援
対
策
事
業
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生
活
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コ
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等
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熱
水
費

助
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金
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１
３
３
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円

総
務
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交
流
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公
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１
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５
０
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円
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教
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環
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プ
ロ
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ラ
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企
画
委
託
　
ほ
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５
，
５
０
０
千
円

情
報
通
信
設
備
管
理
運
営
事
業
費

（
通
信
設
備
管
理
工
事
請
負
費
）

　
　
　
　
　
４
，
０
０
０
千
円

D
X
推
進
事
業
費

（
D
X
推
進
事
業
人
件
費
）

　
　
　
　
　
４
，
１
０
１
千
円

一
般
会
計

歳
出
の
主
な
内
容

総
務
費
　
財
産
管
理
費

（
旧
庁
舎
及
び
高
齢
者
創
作
館

　
　
ア
ス
ベ
ス
ト
検
査
委
託
料
）

２
，
８
７
８
千
円

文
書
管
理
費

（
個
人
情
報
保
護
法
改
正
及
び

　
　
　
　
　
運
用
支
援
委
託
料
）

　
　
　
　
　
５
，
７
７
５
千
円

民
生
費
　
社
会
福
祉
総
務
費

（
P
C
R
検
査
委
託
料
）

　
　
　
　
　
１
，
０
８
０
千
円

（
住
民
税
非
課
税
世
帯
等
給
付
金

事
業
シ
ス
テ
ム
改
修
委
託
料
）

　
　
　
　
　
　 

１
，
３
２
０
千
円

補
正
予
算（
第
２
号
）衛

生
費
　
予
防
費

（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

　
　
　
ワ
ク
チ
ン
接
種
委
託
料
）

　
　
　
　
　
７
，
３
６
５
千
円

農
林
水
産
業
費
　
農
業
振
興
費

（
そ
ば
振
興
交
付
金
）

　
　
　
　
　
３
，
６
０
０
千
円

（
畜
産
経
営
緊
急
救
済
事
業
費
補
助
金
）

　
　
　
　
　
２
，
５
４
３
千
円

教
育
費
　
学
校
情
報
通
信
技
術

環
境
整
備
事
業

（W
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環
境
整
備
補
助
金
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２
，
７
２
０
千
円

　「
あ
や
め
館
」を
S
D
G
s（
エ

ス
デ
ィ
ー
ジ
ー
ズ
「
持
続
可

能
な
開
発
目
標
」と
呼
ぶ「
国

際
社
会
共
通
目
標
」）
の
推
進

に
つ
い
て
、
目
に
見
え
る
形

で
体
験
で
き
る
場
と
し
て
整

備
。

　
江
府
町
の
環
境
や
水
資
源

に
関
心
を
寄
せ
る
人
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が
、

地
域
と
世
代
を
超
え
て
多
方
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か
ら
集
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、
地
域
の
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々

と
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交
流
を
深
め
る
場
と
し

て
活
用
さ
れ
る
。
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概
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台
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光
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進
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プ
ラ
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ラ
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テ
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新
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ヘ
ル
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ケ
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概
念
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※



（４）令和４年７月20日発行

件　　名 提出者 審査結果

女性スペースを守る会　－LGBT法案にお
ける『性自認』に対し慎重な議論を求める
会－　共同代表　飯野香里　他３名

趣旨採択

趣旨採択

不採択

趣旨採択

不採択

不採択

（陳情第６号）ゆたかな学びの実現・教職員定数改善を
はかるための、２０２３年度政府予算に係る意見書採択
の陳情

（陳情第４号）国民の祝日「海の日」を７月２０日に固

定化する意見書の提出を求める陳情

（陳情第８号）西部広域行政管理組合一般廃棄物処理施

設整備基本構想の見直しを求める陳情

（陳情第３号）女性トイレの維持及びその安心安全の確

保についての陳情書

（陳情第７号）沖縄を「捨て石」にしない安全保障政策

を求める意見書の提出を求める陳情

海事振興連盟　会長　衛藤征士郎

米子民主商工会　会長　足川晴雄

鳥取県高等学校教職員組合西部支部
　　支部長　　田中　　繁
鳥取県教職員組合西部支部
　　支部長　　内田　浩文

辺野古を止める！全国基地引き取り緊急連

絡会　代表　漆山ひとみ

西部広域大型ごみ処理施設を考える会　

共同代表　百毛晴雄　他３名

（陳情第５号）消費税インボイス制度の実施中止を求め

る陳情

陳情の審査結果（６月定例会）
提出のあった陳情は、６月議会で審査した結果、下記の通り決定しました。

一
般
会
計
２
，
０
４
１
万
１
千
円
増
額

　
　
予
算
総
額
　
40
億
４
，
０
４
１
万
１
千
円

補
正
予
算（
第
１
号
）

一
般
会
計

歳
出
の
主
な
内
容

衛
生
費
　
予
防
費

（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン

　
予
防
接
種
管
理
シ
ス
テ
ム
改
修
委
託
料
）

　
　
　
　
　
１
，
１
３
３
千
円

教
育
費
　
集
会
所
費

（
集
会
所
耐
震
診
断
業
務
委
託
料
）

２
，
４
２
０
千
円

文
化
財
保
護
費

（
伐
採
処
理
木
撤
去
費

　
　
　
七
色
ガ
シ
不
定
根
誘
導
事
業
）

　
　
　
　
　
　
　
１
８
６
千
円

図
書
館
費

　
（
防
災
情
報

　  

セ
ン
タ
ー
１
階
受
付

　
　 

配
置
換
え
工
事
費
）

　
４
，
８
１
５
千
円

総
務
費
　
戸
籍
住
民
基
本
台
帳
費

（
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
利
用
環
境
整
備
事
業
）

　
　
　
　
　
２
，
５
０
４
千
円

地
方
創
生
推
進
交
付
金
事
業
費

（
移
住
促
進
住
宅
等
整
備
事
業
）

５
，
３
６
５
千
円

民
生
費
　
母
子
父
子
福
祉
費

（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
臨
時

　
　
　
　
　
　
　
特
別
給
付
金
事
業
費
）

　
　
　
　
　
２
，
０
０
８
千
円

児
童
館
運
営
費

（
児
童
館
耐
震
診
断
業
務
委
託
料
）

　
　
　
　
　
　
　
３
５
２
千
円

５月臨時会 ５月18日開催

10月に配置換え予定

陳
　情

補
正
予
算・条
例
改
正
他

一
般
質
問

意
見
書



令和４年７月20日発行（５）

情報通信環境整備支援拡充を求め
意見書を提出しました（６月定例会）
情報通信環境整備支援拡充を求め
意見書を提出しました（６月定例会）

義務教育段階の家庭以外へも学習のための

情報通信環境整備支援の拡充を求める意見書
　

　現在、本町の奥大山江府学園では、児童生徒に一人一台のタブレット端末を貸与し、

学校や家庭でも学習に使用している。このことは、令和４年５月18日の江府町臨時議

会においても、「少人数で手厚い最高級の教育を提供できる江府町へ」という趣旨のも

と、学習支援を目的とした情報通信環境整備の補助事業について説明を受けたところで

あり、義務教育段階における新たな子育て支援策としておおいに期待するものである。

　一方、高等学校においてもタブレット端末を使用した学習が行われている所もあり、

今後もその動きは広がっていくものと想定される。

　よって本議会は、江府町の手厚い最高級の教育の提供という趣旨をさらに推進してい

くこととし、高校生のみ同居家庭へも、学習を目的とした情報通信環境整備支援の拡充

について、下記の通り求める。

記

１．義務教育段階の児童生徒の家庭と同様に、学習目的のため高校生のみ同居家庭へも、

　　インターネット使用料について補助を行うこと。

以上のとおり、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。

　　令和４年６月１７日

鳥取県日野郡江府町議会

江府町長　白石祐治様　　　　

陳
情
他

陳
　情

補
正
予
算・条
例
改
正
他

一
般
質
問

意
見
書



（６）令和４年７月20日発行

芦立 喜男

動画で一般質問

芦立議員の一般質問は
動画サイトy o u t u b eで
ご覧いただけます。

質
問
質
問

質
問
質
問

町
長
答
弁

町
長
答
弁

　
　
　令
和
３
年
12
月
に

一
般
質
問
で
町
長
に
20
年

後
の
農
業
は
ど
う
な
っ
て

い
る
で
し
ょ
う
か
？
と
質

問
し
ま
し
た
。
答
え
を
頂

き
た
い
。

　令
和
元
年
に
農
林
水
産

省
が
人
口
予
測
に
つ
い
て
、

こ
う
い
う
デ
ー
タ
を
発
表

し
て
い
ま
す
。
農
山
村
に

お
け
る
人
口
減
少
と
高
齢

化
、
こ
れ
が
地
域
差
を
伴

い
な
が
ら
も
加
速
す
る
と

予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。
特

に
深
刻
な
山
間
農
業
地
域

に
お
い
て
は
、
２
０
４
５

年
に
人
口
が
半
減
す
る
。

な
お
か
つ
、
過
半
が
65
歳

以
上
の
高
齢
者
に
な
り
、

な
か
な
か
厳
し
い
状
況
に

な
る
で
あ
ろ
う
と
思
い
ま

す
。
ど
の
よ
う
に
し
た
ら

い
い
の
か
、
み
ん
な
で
農

地
を
守
っ
て
い
く
、
た
だ
、

限
界
が
あ
る
の
で
、
あ
る

程
度
エ
リ
ア
を
絞
る
必
要

が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　
　
　今
後
の
農
業
は
転

作
が
進
み
、
米
以
外
の
作

物
や
果
樹
栽
培
が
必
要
と

な
っ
て
行
く
と
も
い
わ
れ

ま
す
。
暗
渠
排
水
を
敷
設

す
る
た
め
の
補
助
金
を
高

め
て
頂
き
た
い
。

　暗
渠
排
水
に
つ
い
て
実

際
ど
れ
く
ら
い
要
望
が

あ
っ
て
、
ど
れ
く
ら
い
効

果
が
あ
る
の
か
、
よ
そ
の

町
と
の
バ
ラ
ン
ス
な
ど
を

検
討
し
て
み
な
い
と
、
こ

こ
で
は
お
答
え
の
し
よ
う

が
な
い
と
思
い
ま
す
。
こ

れ
か
ら
の
人
口
減
少
の
問

題
が
あ
り
、
せ
っ
か
く
暗

渠
排
水
を
整
え
た
と
き
に
、

本
当
に
そ
れ
が
耕
作
し
て

い
っ
て
頂
け
る
の
か
、
確

証
が
な
い
状
態
で
ど
ん
ど

ん
暗
渠
排
水
を
や
っ
て
い

く
の
は
ど
う
な
の
か
と
い

う
懸
念
も
し
て
い
ま
す
。

　現
在
、
江
府
町
で
は
集

落
営
農
を
ど
ん
ど
ん
進
め

て
頂
い
て
い
ま
す
。
特
に

議
員
は
江
尾
地
区
で
ご
ざ

い
ま
す
の
で
私
も
同
じ
江

尾
地
区
の
人
間
と
し
て
、

あ
そ
こ
の
20
ヘ
ク
タ
ー
ル

あ
る
田
ん
ぼ
が
平
成
29
年

度
に
集
落
営
農
を
や
ろ
う

か
な
と
い
う
こ
と
で
勉
強

会
を
立
ち
上
げ
を
さ
れ
て

そ
の
後
ま
っ
た
く
動
い
て

い
な
い
と
い
う
こ
と
を
懸

念
し
て
い
ま
す
。

　
　
　令
和
４
年
３
月
１

日
佐
川
地
内
で
発
生
し
た

火
災
︵
誤
報
︶
に
お
い
て

踏
切
直
前
で
20
名
以
上
の

撮
り
鉄
が
脚
立
と
三
脚
で

道
路
を
塞
ぎ
、
消
防
自
動

車
の
通
行
を
妨
げ
て
い
た
。

撮
り
鉄
を
歓
迎
し
、
場
所

を
提
供
し
て
、
江
府
町
に

お
金
が
落
ち
る
こ
と
を
考

え
て
は
ど
う
か
。

　結
論
か
ら
申
し
上
げ
ま

す
と
、
考
え
る
気
は
ご
ざ

い
ま
せ
ん
。
撮
影
さ
れ
る

の
は
個
人
の
自
由
で
ご
ざ

い
ま
す
の
で
法
を
犯
さ
な

い
、
他
人
に
迷
惑
を
か
け

な
い
、
そ
う
い
っ
た
場
所

を
選
ん
で
撮
影
さ
れ
れ
ば
、

そ
こ
し
か
場
所
が
な
い
と

い
う
わ
け
で
あ
り
ま
せ
ん

の
で
、
安
全
な
と
こ
ろ
で

撮
影
を
し
て
頂
け
れ
ば
い

い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
い

ま
す
。
芦
立
議
員
も
警
察

署
に
問
い
合
わ
せ
を
さ
れ

た
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
ん

で
す
け
ど
、
私
も
こ
の
質

問
を
受
け
て
黒
坂
警
察
署

の
方
に
確
認
を
取
り
ま
し

た
。
住
民
の
方
に
迷
惑
を

か
け
る
、
あ
る
い
は
通
行

さ
れ
る
方
に
迷
惑
を
か
け

る
よ
う
な
行
為
が
あ
れ
ば
、

警
察
に
通
報
し
て
ほ
し
い

と
い
う
こ
と
で
し
た
。

　
　
　道
の
駅
や
み
ち
く

さ
の
駐
車
場
が
狭
く
休
日

に
は
満
車
と
な
り
駐
車
場

内
の
混
雑
が
発
生
し
、
駐

車
場
に
入
る
の
を
断
念
す

る
車
も
あ
る
。
駐
車
場
を

拡
げ
る
こ
と
を
検
討
さ
れ

た
い
。

　私
も
同
感
で
ご
ざ
い
ま

す
。
実
は
あ
れ
を
造
る
時

に
、
地
権
者
の
方
と
交
渉

し
た
経
緯
が
あ
り
ま
す
。

も
う
ち
ょ
っ
と
駐
車
場
の

ス
ペ
ー
ス
が
取
れ
れ
ば
、

当
初
か
ら
余
裕
の
あ
る
運

営
が
で
き
た
の
か
な
と
私

も
感
じ
て
い
ま
す
。
そ
こ

で
方
策
と
し
て
は
、
道
路

を
渡
っ
て
向
か
い
等
に
、

駐
車
場
の
台
数
を
増
や
す

方
法
を
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て

み
た
い
と
思
い
ま
す
。

町
長
答
弁

町
長
答
弁

質
問
質
問

質
問
質
問

米作りから畑作への転換期

米
作
り
か
ら
畑
作
や

果
樹
栽
培
に
向
け
て

防
災
対
策
に

つ
い
て

道
の
駅
の
駐
車
場

拡
充
に
つ
い
て

田んぼからネギ作りへ

陳
　情

補
正
予
算・条
例
改
正
他

一
般
質
問

意
見
書



令和４年７月20日発行（７）

川端 登志一

動画で一般質問

川端議員の一般質問は
動画サイトy o u t u b eで
ご覧いただけます。

質
問
質
問

質
問
質
問

質
問
質
問

町
長
答
弁

町
長
答
弁

町
長
答
弁

　
　
　ロ
ボ
ッ
ト
型
の
無

人
草
刈
り
機
や
掃
除
機
の

導
入
は
？

　省
力
化
の
た
め
取
り
入

れ
た
い
、
掃
除
ロ
ボ
ッ
ト

は
町
長
室
で
既
に
週
一
回

使
用
し
て
い
る
。

　
　
　梨
園
な
ど
の
除
草

に
も
先
進
事
例
と
し
て
取

り
組
み
、
民
間
へ
の
先
鞭

と
す
る
べ
き
で
は
？

　予
算
と
絡
め
具
体
的
に

検
討
し
て
み
た
い
。

　
　
　除
草
整
備
さ
れ
た

屋
外
施
設
は
積
極
的
に
町

民
に
開
放
す
べ
き
と
考
え

る
が
？

　上
の
段
広
場
や
せ
せ
ら

ぎ
公
園
、
防
災
基
地
な
ど

有
効
活
用
を
考
え
た
い
。

　
　
　優
れ
た
出
来
栄
え

や
難
工
事
の
顕
彰
は
？

　施
工
者
や
携
わ
っ
た
人

た
ち
を
讃
え
た
り
Ｐ
Ｒ
す

る
こ
と
は
重
要
で
あ
る
、

機
会
が
あ
れ
ば
町
報
な
ど

で
取
り
上
げ
た
い
。

　
　
　発
注
者
、
受
注
者

の
施
工
組
織
図
や
氏
名
を

現
場
に
記
す
こ
と
は
？
ま

た
そ
れ
ら
を
電
子
化
し
Ｑ

Ｒ
コ
ー
ド
な
ど
で
容
易
に

閲
覧
可
能
に
し
て
は
？

　大
き
な
工
事
で
あ
れ
ば

記
念
碑
的
に
出
来
る
が
、
修

繕
工
事
ま
で
と
な
る
と
慎
重

に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
ま

た
、
携
わ
っ
た
方
々
に
﹁
ま

な
び
や
縁
側
﹂
な
ど
で
講
師

と
し
て
お
話
し
て
い
た
だ
く

こ
と
も
一
つ
の
方
法
で
は
な

い
か
。

　
　
　江
尾
十
七
夜
と
関

連
付
け
た
空
き
家
・
空
き

地
活
用
事
業
計
画
を
！

　江
尾
十
七
夜
だ
け
に
限

定
し
た
活
用
事
業
は
困
難

と
考
え
る
。

　
　
　江
尾
町
中
を
電
気

自
動
車
新
交
通
シ
ス
テ
ム

運
用
区
間
と
定
め
、
空
き

家
・
空
き
地
を
中
継
し
、

観
光
や
買
い
物
に
活
用
し

て
は
？

　将
来
的
に
は
江
府
道
路

が
完
成
し
、
現
国
道
の
交

通
量
は
確
実
に
減
る
と
思

う
。
そ
れ
も
考
慮
に
入
れ

て
考
え
て
い
き
た
い
。

　
　
　そ
の
活
用
事
業
に

供
す
る
土
地
建
物
の
協
力
者

に
は
税
の
減
免
な
ど
の
優
遇

措
置
を
考
え
て
み
て
は
？

　税
の
優
遇
に
つ
い
て
は

実
際
に
そ
の
よ
う
な
事
業

が
実
現
し
た
時
に
考
え
た

い
。

町
長
答
弁

町
長
答
弁

町
長
答
弁

町
長
答
弁

町
長
答
弁

質
問
質
問

質
問
質
問

質
問
質
問

質
問
質
問

質
問
質
問

人口減少に即応した

事業取り組みを！

公
共
施
設
等
の
管
理
作

業
は
適
切
な
機
械
化
で

効
率
ア
ッ
プ
を

安
心
安
全
の
担
い
手
不

足
解
消
は
労
働
環
境
と

世
間
の
認
知
の
向
上
が

必
要
。
建
設
系
、
農
業

系
の
技
士
や
携
わ
る
人

材
に
も
っ
と
光
を
！

駅
前
活
性
化
と
空
き

家
対
策
に
つ
い
て

活用が期待される防災基地

従来型の記念碑  未来のあり方は？

!!

陳
　情

補
正
予
算・条
例
改
正
他

一
般
質
問

意
見
書
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今
年
の
梅
雨
は
、
全
国
各
地
で

史
上
最
短
で
終
わ
り
ま
し
た
。
今

後
も
危
険
な
暑
さ
に
な
る
こ
と
が

予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
今
以
上
に

熱
中
症
に
警
戒
し
、
こ
ま
め
に
水

分
や
塩
分
補
給
を
し
、
対
策
を
し

っ
か
り
と
と
っ
て
い
き
ま
し
ょ

う
。

　
さ
て
、
江
府
町
で
は
、
令
和

５
年
度
に
町
制
施
行
70
年
の
節

目
を
む
か
え
ま
す
。
人
口
減

少
・
超
高
齢
化
が
進
む
一
方
、

視
点
を
変
え
て
み
れ
ば
、
元
気

一
杯
!!
ま
だ
ま
だ
若
い
「
高
齢

者
」
の
方
々
の
力
が
、
ま
す
ま

す
必
要
に
な
っ
て
く
る
こ
と
で

し
ょ
う
。

　
こ
の
度
の
議
会
だ
よ
り
を
町

民
の
皆
様
方
へ
い
ち
早
く
全
戸

配
布
す
る
た
め
、
定
例
会
後
一

か
月
以
内
で
編
集
す
る
こ
と
に

努
力
を
し
ま
し
た
。

　
今
後
も
編
集
委
員
一
同
、
意

識
を
し
っ
か
り
と
持
っ
て
、
紙

面
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
加
藤
　
周
二

年
４
月
に
江
府
町
立
奥
大

山
江
府
学
園
が
開
校
と
な

り
ま
し
た
。
９
年
生
の
小
中
一
貫

の
義
務
教
育
学
校
と
い
う
こ
と
で
、

最
初
に
話
し
が
持
ち
上
が
っ
た
と

き
に
は
、
子
ど
も
を
通
わ
せ
る
身

の
親
と
し
て
何
も
分
か
ら
ず
、
不

安
の
方
が
多
か
っ
た
と
記
憶
し
て

い
ま
す
。
今
後
の
江
府
町
の
教
育

を
考
え
て
ど
う
い
う
形
の
学
校
教

育
に
し
て
い
く
の
か
第
三
者
委
員

会
な
ど
で
色
々
と
議
論
さ
れ
て
、

情
報
を
も
ら
い
な
が
ら
、
結
果
的

に
施
設
分
離
型
の
義
務
教
育
学
校

の
開
校
と
な
っ
た
こ
と
は
大
変
に

良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
私
は
米
子
市
の
小
・
中
学
校
に

通
っ
て
い
た
の
で
、
緑
に
囲
ま
れ

地
域
や
近
所
の
人
た
ち
と
も
、
と

て
も
近
い
お
付
き
合
い
が
で
き
る

江
府
町
は
、
子
ど
も
た
ち
の
成
長

や
教
育
に
対
し
て
大
変
よ
い
環
境

で
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。
９
年

間
の
義
務
教
育
学
校
で
低
学
年
か

ら
の
教
科
担
任
制
も
導
入
さ
れ
、

生
徒
た
ち
の
基
礎
学
力
の
大
幅
な

向
上
が
図
ら
れ
る
こ
と
や
、
一
貫

教
育
を
活
か
し
て
ス
ポ
ー
ツ
、
文

化
、
芸
術
活
動
な
ど
も
活
発
に
行

わ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
子
育
て
世
代
と
し
て
思

う
こ
と
は
、
自
然
が
溢
れ
て
お
り
、

身
近
に
接
す
る
機
会
も
多
く
よ
い

と
思
う
の
で
す
が
、
子
ど
も
た
ち

の
遊
び
場
が
無
い
と
感
じ
て
い
ま

す
。
子
ど
も
た
ち
が
保
護
者
と
気

軽
に
訪
れ
、
一
緒
に
遊
ぶ
こ
と
が

で
き
る
場
が
あ
れ
ば
い
い
の
に

な
ぁ
と
思
い
ま
す
。

　
児
童
の
数
も
限
ら
れ
る
中
、
だ

か
ら
こ
そ
、
米
子
市
な
ど
の
小
・

中
学
校
に
な
い
、
小
回
り
の
き
く
、

９
年
間
の
系
統
的
な
き
め
細
か
な

教
育
で
、
何
よ
り
も
子
ど
も
た
ち

が
の
び
の
び
と
郷
土
愛
に
溢
れ
、

次
世
代
を
担
う
人
材
と
し
て
、
健

や
か
に
成
長
し
て
く
れ
る
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
。

宮市　河上　志保

久連　奥大山ユーチューバー

　加藤　紘也

今

私

う
な
事
が
地
域
の
活
性
化
に
繋

が
り
、
人
口
が
減
少
し
て
い
く

原
因
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
な
ど
、

個
人
的
な
興
味
も
あ
り
地
域
お

こ
し
協
力
隊
と
し
て
、
江
府
町

で
活
動
す
る
事
を
決
め
ま
し
た
。

　
仕
事
は
﹁
奥
大
山
ユ
ー

チ
ュ
ー
バ
ー
﹂
と
し
て
情
報
を

発
信
す
る
こ
と
で
、
私
に
と
っ

て
は
未
知
の
分
野
で
は
あ
り
ま

し
た
が
、
先
輩
ユ
ー
チ
ュ
ー

バ
ー
や
広
報
担
当
の
方
々
に
支

え
ら
れ
な
が
ら
、
取
材
活
動
な

ど
を
し
て
い
ま
す
。

　
主
に
取
り
扱
う
の
は
町
の
イ

ベ
ン
ト
で
す
が
、
あ
ま
り
江
府

町
の
事
を
知
ら
な
い
私
で
も
、

取
材
を
通
し
て
地
域
の
色
や
雰

囲
気
が
分
か
る
の
は
と
て
も
あ

り
が
た
い
な
と
感
じ
る
事
も
多

く
、
地
域
に
関
わ
れ
る
仕
事
で

良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
町
公
認
の
ユ
ー
チ
ュ
ー
バ
ー

と
し
て
活
動
し
て
い
る
こ
と
を

活
か
し
、
個
人
的
に
も
地
域
を

盛
り
上
げ
る
活
動
や
情
報
発
信

な
ど
を
し
た
い
気
持
ち
が
あ
り

ま
す
。
現
在
取
り
組
ん
で
い
る

仕
事
に
慣
れ
て
き
た
ら
様
々
な

企
画
な
ど
、
自
発
的
に
取
り
組

み
な
が
ら
地
域
の
課
題
や
特
性

を
活
か
せ
る
活
動
に
取
り
組
ん

で
い
け
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

じ
め
ま
し
て
、
５
月
か
ら

江
府
町
の
地
域
お
こ
し
協

力
隊
に
な
り
ま
し
た
加
藤
紘
也

で
す
。
私
は
愛
知
県
半
田
市
と

い
う
と
こ
ろ
の
出
身
で
、
大
学

に
進
学
す
る
事
を
き
っ
か
け
に

上
京
し
て
、
約
８
年
間
東
京
で

生
活
を
し
て
い
ま
し
た
。
社
会

人
に
な
っ
て
か
ら
子
ど
も
が
生

ま
れ
、
子
育
て
が
し
や
す
い
環

境
を
考
え
、
妻
の
実
家
が
あ
る

米
子
市
に
昨
年
︵
令
和
３
年
︶

に
移
住
し
て
き
ま
し
た
。
米
子

に
来
て
仕
事
を
し
て
い
た
際
に
、

江
府
町
の
事
を
初
め
て
知
り
ま

し
た
。

　
鳥
取
県
が
人
口
の
最
も
少
な

い
県
で
あ
る
事
は
知
っ
て
い
ま

し
た
が
、
２
６
０
０
人
の
町
が

あ
る
事
を
知
っ
た
時
は
驚
き
ま

し
た
。
専
攻
し
て
い
た
学
問
が

建
築
学
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、

空
き
家
問
題
を
き
っ
か
け
に
人

口
減
少
に
つ
い
て
興
味
を
持
つ

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ど
の
よ

﹁
魅
力
を
発
信
！
﹂

私
の
思
う
こ
と

は

広
報
公
聴
常
任
委
員
会

委

員

長

　三
輪

　英
男

副
委
員
長

　川
端
登
志
一

委

　
　員

　阿
部

　朝
親

　
　
　
　
　芦
立

　喜
男

　
　
　
　
　加
藤

　周
二


